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　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　　骨
　　　絹繊維は廉擦に弱いということ怯屡聞くことである。父絹繊維の摩擦試瞼も晶位測定上準易な比較

　　賦験として盛んに用いられ織維に於ける摩擦の璽要性は万人の認める所である。

　　　筆者の’・一・・人は之の廉擦が触感の茎腰な一要爽であ硝に諮臥．先に絹布の静1止摩擦係数の測定を行

　　め興味ある結果を得たo，

　　　然るに之れほど重要な磨擦も血として機械蹴気挙方面に於て盛んに研究され，その理論的取扱いも

　　非常に遜歩1、て来て居為のであるが，繊維工単方衡ではその材料の性質上衷面構造が砦しく複雑なた

　　め，その器礎的研究はほとんど皆無の歌態に．あるo

　　　摩擦の主な原因として古くから袈面の凸凹と凝藩との二醗があり，種々論孚を続け最近では凝鵯論

　　に落着いた感がある。即ち凸凹読によれば一つの面が網尋の面の幽凹にかみ合い乍ら上下して動くた

　　めポテンシャルの損失として瞳擦仕事ヵ1あらわれ，震た凹部を動断するためヱネルギーを失うと云う

　　のである。凝着醗によれば真の接燭面の分窪や原子が相苧の面の分子九原子力の圏内に入つて凝着

　　を生じ，その凝着部が再び勢断されるので摩擦力が働くと駅うのである。

　　　蚕々は絹繊維の網互間に之の本質的な摩擦の原因あることに着目し，先ず差礎的調盗として絹糸相

　　互の静止摩擦係数の測定な行つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　試　　　　　　　　料

　　　本笑駄に使用した試料は未精練絹，圧力精練絹，石鹸精練絹でいずれも昭和26年憲本学部産白馬×

　　天竜である。

　　　試料調製方法としては，盈糸を2．　5cm×11　cmのガラス板に糸條一本描いに5圃聡ぎ軍ね父荷重に

　　用いた原料も同様な方法で2cm×2cmのガラス板に雀き重ね未精練区として使用した。圧力精練M，

　　石鰯練区の原料は上記の方法によりtsき取つた試料を高圧釜及び精練釜申にて精練したものであり

　　その精練摩はZF均22％のものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　案　　験　　方’法
　　　生糸及練絹を嚢いた試料の烈面上を同じく盤糸及練絹を雀いた荷軍が滑り始める時の摩擦角θを測

　　定しPt　＝tanθをもつて静止摩擦係数を求めた。摩擦回数を増すに従い絹糸の分裂を生じ弔朋立つて表

　　面の状態が著しく悪化するため10回測定毎に新しい試料と交換し測定値はいずれも10回測定の李均値

　　を以つて示した。摩擦係魏湘糸の表面繕造著しく複撒ため若干の誤差睨がれないが測定値の精

’　度を表わすため士をもつてその測定値の誤差の範囲とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察
　　1．絹糸の接触欺態による摩擦係数の変化
　　　本実験は豊内温度46°F関係灘度73％の同一條件の下に於て上記実験方法により絹糸相互が繊維軸方

　　　向に対し，挙行，20°，45°，70°及び直交の状態に接燭して滑る揚合の摩擦係数を測定し第1衷第1
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図の如き結果を得た。

　　　第｛図絹糸の凄触殿態にょる摩擦係数の変化　　　葎1衷捜触瓶態1ζよる摩擦係数の変化
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第2衷　湿廣・）塵擦に及ぼす影響（牽網練区）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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ではなく相当温度に支配される所が大きい様にラ翫られ，賄重に用いた試料のM方が少いため種々

の因子の影響も大きく作用して居るのであろう事も聴えられるので・之の点も湾慮に入れて現征温度

の影響について実験中故後日発表すること．kする。

3p紫外線の摩擦に及ぼす影響
　本輿験は未精練区の試料に就いてH光曝露法によりその紫外線の摩擦に及ぼす影響を測窟し第6表

及び第6図の如き結果を褐た。

　　第6図　紫外線の摩擦に　ぼす影響（未糟練区）　　　　第6表　紫クト線の躍擦に及ぼす影響
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　　　　　　　　　　　　　　　と畠0侍閥曝露のものとの間には大

　　　A－・nw－rk…－　　t－一一一二」」一一一幽一一　差は認められない。即ち生糸の長

　　ム・　Le；・　瀞　4〆，〆　瀦態螺外線照射塒間以内に
その大孚が変化をうけ，後の10待間では大した変化をうけないものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　括

　以上の輿験結果を総括すると。
1．　絹繊維の摩擦はその絹糸相互の接触状態に密接な開係があり絹糸相互が耶行駄態に接して滑る腸

合の静止摩擦係数は直交歌態に接して滑る揚合よりもはるかに大なる値を示す、

2．温灘度の絹繊維の摩擦に及ぼす影響は大であり精練絹糸は未精練絹に比し，その影饗は著しい。

3．紫外線の照射は未精練絹の摩擦係数を大ならしめる様に思われる。

本研究に要した費用は文音階科脚乎究費（昭27年度）によるものでs・る・



寝田・石川：網糸の朕擦係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文”．　献　 ．、・

1・窪田　潤・繊維学部研究融第＿・・g　　・

2・　曾田　範宗：科学錦21巻第6｛弓・

3．F．P．Bowden，　KE．W．Ridler：Proc　Roy　Soc　1936

4．　F．P。Bowden　and　Leben：Proc　Roy　Soc　1939

5・M・E・Merchand：JApPrPysics　2（1940）No3

6・木下　楚雄1科学の実験Vol　II　No51951

7・齊藤咄本・舗材料麟㈱第8gg（昭18．3）聴試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

E°「the　pu「p°s・・f・t・d・i…h。　mech・・i・m・f・h・・t・ti・f・・・・・…f・h。，i1・fib，。，　th、》

w「1t°「s　measu「ed　the・t・ti・f・i・ti。…effi・i・・t・f・ilk　fibre・with　the　f。11。wi。g。。，。1亡S

1・Th・・t・ti・f・・・・…c・・ff・・・・…f・i1・fib…va・…wi・h　the　cha。、。，。f、h。　d、，。、、、。h，。f

c°ntaet；it　is　high・・t　i・P・・aU・1・。・t・・t，　a・d　1。w・・t　i…，t・。g。1。，　c。。t、，t，

繍1畿瑠1露鼎1離潔「’・t’一…ff蜘・・…1…b・㈱・・exceed噛

3・The　e・p・・…。f・1・・a・・i・1…ay・…aw・ill・・i・…a…the　f，i、ti。。、。effi、i。。t．

k


